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私
（
現
在
68

歳
男
性
）
と
妻

（
現
在
65
歳
）
は
、
原
発
事
故
時
、

福
島
県
南
相
馬
市
の
自
宅
で
2
人

で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

私
は
市
の
嘱
託
職
員
を
し
て
い
ま

し
た
。

原
発
事
故
後
、
南
相
馬
市
の
私

が
住
ん
で
い
た
地
域
は
強
制
避
難

地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

私
と
妻
は
平
成
23
年
3
月
16
日
に

二
女
が
居
る
北
海
道
に
避
難
し
ま

し
た
。
二
女
は
、
夫
と
子
ど
も
3

人
と
夫
の
両
親
と
7
人
で
牧
畜
を

し
て
い
ま
し
た
。
家
の
一
室
を
借

り
て
、
妻
と
ふ
た
り
で
居
候
し
て

い
ま
し
た
が
、
私
は
仕
事
も
な
く
、

毎
日
孫
の
世
話
を
す
る
く
ら
い
し

か
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
二
女
は
、
さ
す
が
に
原
発
事

故
で
避
難
し
て
き
た
私
と
妻
に
対

し
て
何
も
口
に
は
し
ま
せ
ん
が
、

今
ま
で
7
人
で
円
満
に
生
活
し
て

い
た
と
こ
ろ
に
私
と
妻
が
入
っ
て

き
て
、
私
と
妻
は
長
期
間
は
居
づ

ら
い
雰
囲
気
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
23
年
10
月
に
私

と
妻
は
、
北
海
道
の
二
女
宅
を
出

て
、
長
女
の
居
る
松
山
に
来
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
3
人
目
の
子
ど
も

が
生
ま
れ
る
時
で
し
た
。
平
成
23

年
10
月
か
ら
平
成
24
年
4
月
ま
で

の
半
年
間
、
長
女
宅
の
一
室
で
生

活
し
ま
し
た
が
、
居
づ
ら
く
な
っ

た
の
は
二
女
の
時
と
同
じ
で
平
成

24
年
4
月
に
民
間
の
ア
パ
ー
ト
を

借
り
、
家
賃
の
負
担
が
高
い
の
で

平
成
25
年
4
月
か
ら
は
市
営
住
宅

（
仮
設
住
宅
）
で
生
活
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

私
が
住
ん
で
い
た
地
域
は
、
原

発
事
故
直
後
は
強
制
避
難
地
区
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
私

と
妻
に
は
東
京
電
力
か
ら
毎
月
賠

償
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
9
月
に
強
制
避
難
指
定

が
解
除
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

以
後
は
賠
償
金
の
支
給
は
な
く
、

年
金
と
預
金
の
切
り
崩
し
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
25
年
に
悪
性
リ
ン

パ
腫
、
平
成
27
年
に
大
腸
ポ
リ
ー

プ
に
罹
り
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

主
治
医
か
ら
は
「
震
災
避
難
後
の

ス
ト
レ
ス
で
病
気
に
な
る

人
が
多
い
で
す
」
と
い
う

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
妻

も
、
孫
の
世
話
を
す
る
く

ら
い
し
か
気
が
紛
れ
る
こ

と
は
な
く
、
「
す
ぐ
に
疲

れ
る
」
「
何
も
し
た
く
な

い
」
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
口
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
原
発
事
故
時
に
住
ん
で
い

た
地
区
は
強
制
避
難
の
指
定
が
解

除
さ
れ
ま
し
た
が
、
帰
宅
す
る
人

は
少
な
く
寂
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
原
発
事
故
前
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
や
花
火
大
会
な
ど
楽

し
い
催
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
原

発
事
故
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
完
全
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
町
に
若
者
は
帰
っ
て
来
ず
、

老
人
だ
け
の
活
気
の
な
い
町
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
時
住
ん
で
い
た
家
は
持
家
で

す
が
、
事
故
後
は
誰
も
住
ん
で
お

ら
ず
、
年
に
1
，
2
回
帰
っ
て
家

の
掃
除
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
南
相
馬
市
役
所
か
ら
私
の

家
の
庭
の
写
真
が
送
ら
れ
て
き
た

の
で
何
か
と
思
う
と
、
「
雑
草
が

生
い
茂
っ
て
い
る
の
で
何
と
か
し

て
ほ
し
い
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
業
者
に
除
草
し
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
こ
の
費
用
も
東
京
電

力
か
ら
は
出
ず
に
自
腹
で
す
。

南
相
馬
に
帰
っ
て
き
て
い
る
人

で
畑
で
野
菜
を
作
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
が
、
昨
年
ま
で
は
採
れ
た

野
菜
か
ら
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

て
全
く
商
品
に
も
自
分
の
食
料
に

も
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

私
と
妻
は
、
放
射
能
が
怖
い
の

で
南
相
馬
に
帰
宅
す
る
こ
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
た
ま
に
北
海
道
の

二
女
宅
に
行
き
な
が
ら
、
生
活
の

本
拠
を
松
山
に
お
い
て
、
ふ
た
り

で
余
生
を
お
く
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

第７回口頭弁論が９月６日、松山地裁で行われ、約３０人が傍聴しました。

６０歳代の原告夫妻の意見陳述は、以下のような内容でした。

原
発
事
故
前
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
や

花
火
大
会
な
ど
楽
し
い
催
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
完
全
に
崩
壊
し
、
若
者
は
帰
っ
て
来
ず
、

老
人
だ
け
の
活
気
の
な
い
町
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

第８回口頭弁論日程

日時 12月7日（水）
14：30開廷

場所 松山地方裁判所

※14時前までには地裁ロ
ビーにお集まりください。
裁判終了後、愛媛弁護士会

館で報告集会を行います。
（松山市三番町4丁目8-8）
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【報告】

ＮＰＯ法人えひめ３１１

片岡貴夫

「ＮＰＯ法人えひめ３１１」

では、9月11日に石手寺にて

「東北・四国 心行き交う盆踊

り大会 ～追悼と復興を祈る盆

踊り～」を開催しました。

この盆踊り大会は、散り散

りに暮らし孤立しがちになる

四国内避難者同士の貴重な交

流の機会であると同時に、現

在東北に住む方を呼んでの、

相馬盆踊り・気仙沼音頭といっ

た東北の芸能文化を愛媛で行

なってもらうことで東北と四国

の接点をより太くしていく機会として開催しました。一般参

加者、関係者、スタッフ含め300名を超える大規模な行事と

することができました。

避難者が悩みや相談事について、何か解決を得たというこ

とは直接的にはありませんでしたが、福島の盆踊り連・連長の「辛いことも

あり今は心配だろうが、昔を思い出して笑ってほしい。生きていて良かった

という瞬間を見つけてほしい。」という思いの通り、今回の交流が、避難者

の“生きるエネルギー”に繋がったのではないかと思います。

松山市住吉1-4-18 住吉すずビル3F

℡090-9452-9801

※伊予鉄〈三津駅〉より徒歩1分、

駅前の橋を渡ってすぐです。

営業時間

12:00～15:00 18:00～23:30

定休日 月曜日

福島県双葉郡富岡町で介護の仕事をしていた恵美さんは、

東京電力福島第一原発の事故で強制避難を余儀なくされまし

た。避難先の東京で松山市出身の池田大樹さんと出逢い、この夏、ご結

婚、大樹さんの故郷・三津浜で10月10日に「レストラン・カフェ とぉ

から」をオープンしました。店の内装も自分たちで手作りした、メキシ

コ料理のタコスが食べられる家庭料理の店です。店内には恵美さん手縫

いの雑貨や大樹さんのCD等の販売コーナーもあり、ライブやワークショッ

プなども随時開催しています。

避難者の方たちが気兼ねなく語り合える場として、お気軽に利用して

ほしいとのことです。

12月29日（木）15時～22時には、年忘れイベントを企画しています。

東北の芸能のほか、地元から

は「よさこい」が披露されまし

た。また、餅まきや内子町石畳

地区のみなさんのおにぎり無料

提供のほか、数々の出店「野菜

カレー」「しいたけステーキ」

「動物を使わないケーキ」「お

でん・かき氷」「ポップコーン・

わたあめ」「フランクフルト・

わらび餅」「枝豆・いなり」

「焼きそば・コーヒー」が並び、

楽しい一日になりました。

※「とぉから」は伊予弁です。


